
苦
痛

に
苦

し
み

つ
1
も
、

作
句

を
怠

ら
ず
、
講
書
、
執
輩
裏

へ

ず

。

九
月
三
十

一
日
、
た
か
し
、
草

田
男
、

立
子
、
汀
女
、
友
次

郎
、
柏
陽

、
蓼

汀
、

正

一
郎

と
共

に
九
草
食

の

メ
ム
バ

ー
と

な
り
、
第

一
同
開
催

、
療

申
よ
り
投
句
す

る
。

こ
の
句
合
を

十

一
月

二
日
、
池
上
曙
棲

に
開
催

珍
し
く
出
席

し
た
。

九
月
十
六
日
、
出
襲
、
新
潟

へ
、
病
躯

を
新
潟
嘗
大

に
て
受

診

し

た

い
た

め

で
あ

つ
た
。

中

田

み
づ

ほ
、

高

野

素

十

が

迎

へ
た

。

十

九

日
靡

京

し

た
。

昭

和

十

六

年

（
四
十
五
歳
）．

「
ホ
ト
．ト
ギ

ス
」

へ
十
四
稀

、「
俳
句
研
究
」
五
稿
、「
玉
藻
」

「
辞
誇
」
そ

の
他

拡
散
稿

を
孝
義

し
た
。
死

の
前

々
日
ま

で

「

ホ

下

ト
ギ

ス
」
虚

子

連

の
雑
詠

投

句

を
怠

ら

な

か

つ

た
。

六
月
三
十
日
、
第
三
句
集

「
白
痴
」
が
甲
鳥
書
林

よ
り
車
刊

さ
れ
た
。
昭
和
十
四
年
よ
り
昭
和
十
六
年

中

の
作

を
収

め

た
絹

こ
の
句
集

の
整

に
は
鈴
木
抱
風
子
が
皆

つ
た
。

七
月
十
七
日
、
午
後
零

時
五
分
桐

盈
町

の
自
宅

に
於

て
永
眠

し
た
。
享

年
漸
四
十
四
歳

十

一
ケ
月
。

戒
名
は
「
育
露
陵
茅
舎
居

士
」
兄
、
璽

丁
が
誼

†
た
。
伊
豆

修
善
寺
、
川
端
家
墓
域

に
葬
る
。

投

後

昭
和
二
十

一
年
九
月
、
葺
徳
政

よ
り
「
定

本

茅

舎

句

集

刊

行
」
。

昭
和
三
十

二
年

三
月
、
角
川
書
店
よ
り

「
川
端
茅
舎
句
集

」

刊
行
。

」
凶
月
、
筑
勝
者
房
版
「
現
代
日
東
文
筆
全
軍

現
代
俳
句
集
」

に
俳
句
五
官

二
十
句
入
集
。

九
月
、
角
川
書
店
「
現
代
日
東
俳
句
文
撃
全
集
・
川
端
茅
舎

集
」
刊
行
。

（
深

川

正

一
郎

編
）
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竜

三
サ
ニ
年
九
月
二
十
日

印
榊

特
称
一云
・
二
集
九
月

三
十
自

書

行

現
代
俳
句
文
畢
生
集

裏

芸
六
名

（
冨

三
七
〇
価
）

川
端
茅
禽
集

川稚妙音沖

諷

葡

件

者

専

行

藩

：

印

曲
叩
1老

襲

街

所

川

1 端

茅
舎

角

川

源

義

・
申

‘
内

佐

光

角

川

蕃

店

東

京

都

千

代

津
拓

哉

士

見
町

二

ノ
七

横

着

東

京

－

丸

五

二

〇

八

－
－

t
葡
九
溌

卿

ひ

一
】
一
1
〇

一

〓
血
書

（

（
滞
丁
・
・
艶
丁
本
ほ
お
泳
者

へ
執
し
ま
す
）
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